
※相談受付の前に自費解体を行う場合、写真が唯一の証拠書類となります。 

 下図を参照に、できるだけ多くの写真撮影をお願いします。 

 

１．非住家については、写真がない場合、被害の程度の判定ができず、費用償還の対

１．象とならない場合があります。  

 

２．解体に支障となる工作物等がある場合、支障の有無の判断に必要ですので、解体

１．前に写真撮影をお願いします。 

 （可能な範囲で撮影方向を変えて撮影してください） 

 

様式第３号 状況写真（共通提出書類） 
 
※被災状況が分かる家屋等の写真（全体写真、家屋等の棟別の写真）を貼り付けてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      写真撮影のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      カーポートや倉庫等、解体するもの、残すものが撮影されているか 

  ※可能な範囲で撮影方向を変えて撮影しておいてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【注】この様式以外（現像写真をＡ４用紙に貼付又はパソコンから印刷したもの）も可 

自費解体の場合は、工程ごとの解体前・解体中・解体後の写真も添付してください。 
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